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産業集積のためのエコシステムをどう育てるか

2016年3月24日
NPO法人ETIC. 理事 山内幸治
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① 人の流れをつくる（ブレイン流出から流入へ）
② ハブとなる多様な人材や組織の存在
③ 民間の力を活かす行政の役割
→重点領域の提示、資源管理への条例、規制緩和
→行政がマネジメント・コントロールするのではない

産業集積のためのエコシステムをどう育てるのか
（本日お伝えしたいこと）
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起業家型リーダー育成事業
(対象：大学生～30代社会人)

巻き込み数
• 若者3,000名
• 受入団体950社

その他成果
• OB起業家150以上
• 連携大学20以上

主な成果
・プログラム輩出起業家 400人以上
・事業継続率 90％

未来の仕事を「つくる人」をつくる

社会起業家創業支援事業
（対象：起業家）

3

右腕派遣プログラム
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ETIC.のアプローチ

4
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これまで4,700名の若者たちが、変革・創造の現場に参画。
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社会をつくる、人づくりをしてきた20年
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ETIC.のメンターネットワーク（一部ご紹介）
• これまでに400名以上の起業家支援を行ってきた、ETIC.のメンターネットワークです。
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全校生徒、革命児。
次世代イノベーターが集う「私塾」（2015～）
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孫泰蔵氏
Mistletoe株式会社

代表取締役
東アジアにシリコンバレーを超える
スタートアップ・エコシステムをつくる。

出雲充氏
株式会社ユーグレナ
代表取締役社長

大学発バイオベンチャーの雄。
ミドリムシが本気で世界を救う。

丸幸弘氏
株式会社リバネス
代表取締役CEO

最先端科学技術と世の中を繋げ、
世界を変えるビジネスを創造する。

小笠原治氏
株式会社ABBALab
代表取締役社長

ハードウェア・スタートアップの聖地、
DMM.make AKIBAの仕掛け人。
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参加メンバー例

・東京理科大学 理工学部4年

・ソフトバンクロボティクスで長期インターン

・「Pepper」の開発者コミュニティの運営

・大学では研究としてAstroscale社ととも
にデブリ観測衛星の開発に参加

・北海道大学 工学部4年

・大学では高齢者の排便状況を管理する
androidアプリを開発

・ヘルスケア分野でのIoT関連事業での創
業を志望

・医療用ドッグタグで身元不明の救急搬
送対象を瞬時に特定・家族連絡するサー
ビスを検討中
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東北での取り組み
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01) Tohoku ROKU Project Natori city, Miyagi

13

東北のリーダーの右腕となる人材を都市部から1年間派遣
気仙沼で石油特約店を営む地元経営者が手を挙げ、地元木材
を活用した、地産地消型のエネルギー事業がスタート

外資系企業、建築士、森林経営学修士などの人材たちが参画
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右腕の活動：浪江町役場
菅野孝明さん ふるさと再生課にて津波で自宅を失くされた約600世帯の

方を対象とした、防災集団移転（高台移転）の計画づく
り、合意形成を担当。その後、津波浸水地域にどのような
施設やインフラを整備するのか土地利用を検討。現在は復
興推進専門員として、部署横断的な連携も促進。

陣内一樹さん NECから経団連/復興庁へ出向し、復興推進課にて100
名以上の住民とともに昨年秋に策定された復興計画の
400の施策の進行管理を行う。その後、Code for Japan
と連携し、タブレットを活用したきずな再生・強化事業を立
案、実施。復職した現在も週1ペースで役場業務に関わる

中川雅美さん 東京にて制作会社、保険会社、大学などで、編集、広報、
ブランディングに携わっていた経験を基に、浪江町役場広報
コーディネーターとして「情報の力」で自治体と全国に分散避
難する町民をつなぎ、不安を軽減するとともに、町の存続に
向けて全国への発信を意識した広報活動と、それを可能に
する職員のマインドづくり・庁内の仕組みづくりに取り組む。

岩尾恒雄さん 浪江町の基幹産業である農林水産業の再開に向け、除
染後のうちの保全管理のための農事復興組合の設立支援、
稲や野菜の試験栽培による土壌および農産物のモニタリン
グを行う。除染作業の進捗にもよるが、3年間で20組合設
立を目標に、20地区のうち、7組合が設立（2015年10
月末現在）。
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帰宅準備区域での雇用づくり
小高ワーカーズベース（福島県南相馬市小高区）

食堂、スーパー、女性の雇用の場（ガラス細工）などを展開
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ITを活用した帰還支援のためのアイデアを競う
「南相馬小高ハッカソン」

震災後、南相馬へ移住した森山貴士さん

課題解決型ITエンジニアの育成を目指す他、

『小高の小数力』というフリーペーパーも作成

2016年3月5-6日の2日間実施したハッカソンには、会津大学、宮城県（イトナブ等）、地元のエンジニアや市役所職員を含む、
40名が参加。「半年後、小高に住むとしたら何が困るだろう？」というテーマから、20個のアイディアの種が生まれた。

アイディアの種（一部）：

•シェア馬（野馬追の馬の有効活用）

• アプリで注文できる移動販売（移動困難となった高齢者向け）

•災害ドローン

• オープンガーデン（自由に花を植えていい空き地情報）

•土地・場所・時間 貸出アプリ

•用水路お掃除ロボット

•ゲーム感覚でのまちの情報集め（マッピングパーティ）

•小高版Uber（乗り合い）

•防犯ジョギングツール

•市内シェア移動ツール（セグウェイ等）
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新健康長寿産業。健康を稼ぐ産業に。
NPOほうらい（福島県福島市）

地域の遊休資産、遊休人材を活用して運動、栄養、
癒しの拠点整備を図るとともに、住民主体の健康長
寿のまちづくり、産業づくりを実践する。

最近ではふくしまヘルスケア産業プラットフォーム協議
会を設立し、糖尿病や認知症の重症化予防や農業
の6次化、ITC技術の活用など企業や行政、大学や
各種専門協会等と地域の事業者を結ぶ活動も行っ
ている。

ふくしまヘルスケア産業プラットフォーム協議会

WG1:健康長寿延伸産業創出
推進事業
糖尿病重症化・認知症の早期発見・
重症化予防事業
１）糖尿病重症化予防：薬局での調
剤の際に行動目標を設定し、食事写真
撮影や自己血糖測定、残薬チェックを
行い、各種相談にのる（福島県立医大、
薬剤師会、栄養士会、J&J）
２）認知機能低下予防：地域住民を
サポーターとして要請し、音楽と運動を組
合せたプログラムを実施（県立医大、
J&J、ルネッサンス、第一興商、福島市
南部包括支援センター、飯舘村社協）

WG２:農業６次化医福食農
バリューチェーン構想事業
地元の食材を使った健康に良いレシピ
の開発・普及事業
１）野菜生産・遊休農地の利活用：
福島市農政部
２）健康レシピ開発：福島県立医大、
福島県栄養士協会
３）食品加工：かーちゃんの力プロジェ
クト・協議会
４）野菜・加工品の販売：川の駅・ほ
うらい生産者出荷協議会
５）消費者視点での改善：福島市消
費者懇談会
６）伝統食等の収集、他：福島大学
小規模自治体研究所

WG３:BAN-PHC利活用事業

現場で使えるITC技術を用いた持続
可能なプラットフォーム事業
１）健康チェック
２）無線通信による自動評価
３）ビジネスモデルの検証
（日本総研、他）

NPOほうらい
運営事務局
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ETIC.の日米リーダー交流プログラムに参加したこ
とをきっかけに、Bridge for Fukushimaが中心と
なって高校生の実践をサポート。

地域の学校、企業、関係団体等を巻込み、地域
を挙げて地域課題解決や事業創出を盛り上げて
いく。

ハイスクール・ピッチ

http://www.fukushima-fron.jp/aboutus/1005.html
http://www.fukushima-fron.jp/aboutus/1005.html
http://hspitch.asia/
http://hspitch.asia/
https://ja-jp.facebook.com/somamirai
https://ja-jp.facebook.com/somamirai
http://f-renpuku.org/archives/21212.html
http://f-renpuku.org/archives/21212.html
https://www.facebook.com/tatakiage?fref=photo
https://www.facebook.com/tatakiage?fref=photo
http://bridgeforfukushima.org/archives/817
http://bridgeforfukushima.org/archives/817
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右腕参画先に
就職：39％

62%
が引き続き
東北で活躍

東北で就職：13％

東北で起業(15名)：10％

復職：4％

その他：30％

20
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ニューオリンズの事例紹介
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カトリーナ被災後、全米でも有数の
「起業のまち」となったニューオリンズ
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ニューオリンズの復興の時間軸

●緊急支援
・災害救援
・衣食住の確保

●災害前からの課題
・高い貧困率(68%)
・高い犯罪率
・教育・医療の問題
・人口減に伴う経済縮小
(過去5年で23,000減)
・政府の腐敗
・人種の対立

●混沌と創造
・ビジネスの再建
・政策への影響
・社会起業家への支援
(中間支援への支援)

3年目、不安・うつ病増加
「Visionが沢山あり過ぎた」

●地域の長期的投資へ
・大規模な公共工事完了
・人々の考え方の変化
・長期的視点からの投資
・データに基づくVision
・マルチステークホルダーMTG

災害前
～05年

フェーズ1
05年8月～06年8月

フェーズ2
06年9月～10年8月

フェーズ3
10年9月～

11～(08からボランティアとして活動)

06～

07～

08～

05/9月～

00～

01～

93～

97～
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災害から5年後
「リカバリー、リビルディングからルネッサンスへ」

新しいメッセージを発信
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力を入れた4つの施策

コミュニティ（シビック）
エンゲージメント
対話の機会の増加と
政策への積極的反映

(Committee For A Better New Orleans)

戦略的経済開発
エネルギー産業依存からの転換

ダイバーシティ重視、どの分野が今後
雇用を伸ばしうるか分析

(テクノロジー、メディア、ライフサイエンス、ヘルスケア等)

教育への投資
自治強化＝チャータースクール増加

（1つから50以上へ）
平均以上の教育水準に

UIターン組への重要なアピール

新しいアイデアへの投資
イノベーター、スタートアップ等

新しい挑戦、アイデアへの積極投資
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2011年にデータ集約チームを発足させ、外部コンサ
ルも入れて2年間かけてProsperity NOLAとして、
以下の５つの優先分野を選定。
（※13の分野から５つに絞った）

1) Advanced Manufacturing
2) BioInnovation & Health Services
3) Creative Digital Media
4) Sustainable Industries
5) Transportation, Trade & Logistics
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将来の産業人材を育成すべく、
16-7歳の若者向けのプログラムとして

バイオテクノロジーに関する
90日間のサマーインターンを実施
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データに基づき
マルチステークホルダーで

ビジョンを創る
(対話を支える仕組み)
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ビジョンを作るのは「データ」である。
このデータを見る限り、私たちは正直になれる。
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参考：女川町でのデータブックプロジェクトの展開

調査

行政・議会・

産業・住民 データの開示

WS

コンサルティング会社

ニューオリンズ

データセンター

アドバイス

ご支援・ご協力

32

※NPO法人アスヘノキボウ資料より
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「女川町の資金獲得・循環の流れ」

2012年の女川町の資金獲得産業の売上高合計は約174億円、資金循環産業は約38億

円で資金獲得産業の0.22倍、家計161億円の0.24倍であった。

女川町の資金獲得・循環の流れ
（2012年度、百万円）

（注）出典の統計データによって調査期のとり方（暦年又は年度）が異なるため、

両方のデータが混在している。林業及び鉱業の売上高は事業所数が少ないため公表されていない。

（出典）女川町、宮城県、総務省統計局による公表データに基づき作成

「女川町の資金獲得・循環の流れ」 33

資金獲得産業
（単純合計17,415）

資金循環産業
（単純合計3,784）

個人

町民税

170

法人町民税

175

町内

町外
地方譲与税
各種交付税

国庫・県支出金

65,200

賃金・個人企業所得：8,324

町外産業

からの賃金

2,428

年金給付
財産所得

5,310

食品製造業

4,910
建設業
7,247

水産業
2,035

その他製造業
3,036

ｻーﾋﾞｽ・生活
242

宿泊・飲食
201

卸・小売業
2,167

学術・研究
1,174家計

16,062

町外販売収益 町外仕入代金 町外販売収益 町外調達代金

消費消費

投資的経費
12,512

町外業者
への発注

一般会計歳入
83,896

（固定資産税等含む）

※NPO法人アスヘノキボウ資料より
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「人口流出に対する雇用の影響」

石巻圏と仙台圏の人口の転入出は有効求人倍率には大きな影響を受けておらず、石巻圏

の人口流出には雇用以外の要因があると思われる。

（注）有効求人倍率は職業安定所別の各月の平均値。人口の社会増減数における石巻圏とは、石巻市・東松島市・牡鹿郡（女川町）の2
市1町の範囲をいい、仙台圏とは、仙台市・塩竈市・名取市・多賀城市・岩沼市・亘理郡（亘理町・山元町）・宮城郡（松島町・七ヶ浜町
・利府町）・黒川郡（大和町・大郷町・富谷町・大衡村）の5市8町1村の範囲をいう。

（出典）住民基本台帳人口及び世帯数（年報）（宮城県統計課）、宮城県の一般職業紹介状況（宮城労働局）

「人口流出に対する雇用の影響」 34
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石巻圏 （千人）
（千人）

世界同時不況

（リーマンショック）

東日本大震災

有効求人倍率

（左軸）

人口の純転入数
（右軸）

世界同時不況

（リーマンショック） 東日本大震災

有効求人倍率

（左軸）

人口の純転入数
（右軸）

有効求人倍率と人口の社会増減数の推移

仙台圏

※NPO法人アスヘノキボウ資料より
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ソーシャルアントレプレナーシップの
ムーブメント

「ブレイン流出から流入への転換」
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元高校の英語教師。
08年からボランティアをはじめ、11年から本格始動。

Andrea Chen アンドレア・チェン
プロペラ代表（33歳）
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不動産開発業者との
ジョイントベンチャーとしてインキュベーションオフィス
をスタート。
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近隣の不動産物件も活用して
事業インキュベーションを実施

行政とも連携し、データをもとに地域課題を設定
その課題への解決のアイデアには

行政の土地を格安で提供も
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POWER MOVES NOLA

Mission
マイノリティに特化した起業支援
（5年で20のベンチャーを支援）
（ニューオリンズ内外比率は半々）
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この1週間だけで、ニューオリンズの人々が
5,000人参加する。
(1年目1,500人⇒2年目3,000人)
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50ドルのチップを購入し、
気に入った起業家に投票する。
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Broad Community Connections(2009-)
ジェフリー・ミラー氏(ニューオリンズ出身)

ニューオリンズの“寿命格差”是正に取り組むため、
市役所を辞めて起業。
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総額20億円を調達し、土地と建物を準備。
「寿命格差」を縮めるための企業やプロジェクト誘致



Copyright(C) 2016  NPO法人ETIC. All rights reserved

① 人の流れをつくる（ブレイン流出から流入へ）
② ハブとなる多様な人材や組織の存在
③ 民間の力を活かす行政の役割
→重点領域の提示、資源管理への条例、規制緩和
→行政がマネジメント・コントロールするのではない

エコシステムを育てていく上での
ニューオリンズからの学び
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・新たなプレイヤーを巻き込む
（１）社会起業家、ベンチャー起業家
（２）起業志望人材
（３）大手企業等のプロジェクトマネジメント人材

・プロデュース力(単なる調整役でなく)を持ったハブ組織を育てる
（１）アスヘノキボウ 小松氏＠女川町
（２）小高ワーカーズベース 和田氏＠南相馬市小高区

・高専、大学の誘致

・ハブ組織のプロジェクトマネージャーへの投資
日南市油津商店街のマネージャー（月給90万円）
地元側の応援体制、明確な目標設定

・福祉の立場から：現場とロボット技術者がつながっていない
個人情報の問題（特例での法律改正）

・行政：規制緩和、制度設計、税制優遇、ふるさと納税

人の流れをつくる

ハブを育てる

制度設定・規制緩和

産業集積のためのエコシステムをどう育てるか
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ご清聴いただき、ありがとうございました。
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参考資料
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内閣府地域社会雇用創造事業
（2年間で95名の新規創業支援、平均200万円助成）
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コミュニティとしての

盛り上がり・熱量

人材の適性に応じたハンズオン支援を実施

事前研修

プロジェクト
設計

コーチング

メンター

リソース
紹介

他地域との
つながり

 事前の動機づけ・意識づけ

 人材の適性に応じた柔軟な目標設
定・役割設定

 地域コーディネーターとの定期モニタ
リング（目標確認等）

 受入事業者も交えた目標・進捗の
振り返りミーティング 等

 地域の文脈(ビジョンや課題・機会等)を踏
まえた事業アイデアへの助言

 同分野で実績を持つ全国各地の先輩起
業家からの助言

 全国各地で起業に挑む仲間との
切磋琢磨・情報交換の機会

 必要な経営資源、地域内ネット
ワークの紹介
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地域側に人材が育つ環境を整える
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